
(57)【要約】

【課題】駆動外歯車65、従動外歯車66による減速比を大

きくすることで最終減速比、最終出力トルクを大幅に大

きくする。

【解決手段】複数の対歯車群67をそれぞれ構成する２個

の従動外歯車66の入力軸62に対する軸方向位置を同一と

し、異なる対歯車群67を入力軸62の軸方向にずらして配

置したので、入力軸62の同一軸方向位置においては、対

歯車群67を構成する２個の従動外歯車66しか存在しない

。この結果、これら従動外歯車66を限界一杯まで大径化

しても互いに干渉することはなく、駆動、従動外歯車65

、66による減速比を容易に大きくすることができる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 　 内 周 に 内 歯 が 形 成 さ れ た 外 側 ケ ー ス と 、 外 側 ケ ー ス 内 に 収 納 さ れ 、 外 周 に 前 記 内 歯 に
噛 み 合 い 歯 数 が 該 内 歯 よ り 若 干 少 な い 外 歯 を 有 す る と と も に 、 軸 方 向 に 並 列 配 置 さ れ た 複
数 の ピ ニ オ ン と 、 周 方 向 に 等 角 度 離 れ て 配 置 さ れ る と と も に 、 中 央 部 が ピ ニ オ ン に 挿 入 さ
れ 、 回 転 す る こ と で ピ ニ オ ン を 偏 心 回 転 さ せ る ４ 以 上 の 偶 数 本 の ク ラ ン ク 軸 と 、 前 記 外 側
ケ ー ス に 挿 入 さ れ 、 前 記 ク ラ ン ク 軸 の 両 端 部 を 回 転 可 能 に 支 持 す る キ ャ リ ア と 、 外 側 ケ ー
ス に 回 転 可 能 に 支 持 さ れ 、 前 記 内 歯 と 同 軸 の 駆 動 外 歯 車 を 有 す る 入 力 軸 と 、 各 ク ラ ン ク 軸
に 取 付 け ら れ 、 前 記 駆 動 外 歯 車 を 周 囲 か ら 囲 み な が ら 該 駆 動 外 歯 車 に 噛 み 合 う 従 動 外 歯 車
と を 備 え た 偏 心 揺 動 型 減 速 機 に お い て 、
　 前 記 従 動 外 歯 車 を 周 方 向 に  180度 離 れ た ２ 個 の 従 動 外 歯 車 か ら な る 複 数 の 対 歯 車 群 に 区
分 し 、 か つ 、 各 対 歯 車 群 を 構 成 す る ２ 個 の 従 動 外 歯 車 の 入 力 軸 に 対 す る 軸 方 向 位 置 を 同 一
と す る と と も に 、 異 な る 対 歯 車 群 を 入 力 軸 の 軸 方 向 に ず ら し て 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る
偏 心 揺 動 型 減 速 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 　 前 記 キ ャ リ ア を 、 ピ ニ オ ン の 一 側 に 位 置 す る 基 台 部 と 、 ピ ニ オ ン の 他 側 に 位 置 す る 端
板 部 と 、 前 記 基 台 部 に 一 体 形 成 さ れ 、 端 板 部 に 向 か っ て 延 び る と と も に 、 中 央 部 が 前 記 ピ
ニ オ ン を 貫 通 す る 複 数 本 の 柱 部 と 、 前 記 柱 部 、 基 台 部 に 形 成 さ れ た 下 穴 に ね じ 込 ま れ 、 端
板 部 を 柱 部 に 締 結 す る 複 数 本 の ボ ル ト と か ら 構 成 す る と と も に 、 前 記 ボ ル ト の 先 端 を 柱 部
の 基 端 よ り 基 台 部 側 に 位 置 さ せ 、 下 穴 の 底 面 と ボ ル ト の 先 端 と の 間 に 形 成 さ れ る 空 間 を 基
台 部 内 に 位 置 さ せ る よ う に し た 請 求 項 １ 記 載 の 偏 心 揺 動 型 減 速 機 。
【 請 求 項 ３ 】
　 　 前 記 入 力 軸 が 上 側 と な る よ う 偏 心 揺 動 型 減 速 機 を 垂 直 に 配 置 す る と と も に 、 外 側 ケ ー
ス と キ ャ リ ア と の 間 お よ び 外 側 ケ ー ス と 入 力 軸 と の 間 に 軸 受 、 シ ー ル 部 材 を そ れ ぞ れ 介 装
す る こ と で 、 外 側 ケ ー ス 内 に 潤 滑 油 が 充 填 さ れ た 密 閉 空 間 を 形 成 し 、 か つ 、 前 記 入 力 軸 が
貫 通 し て い る 外 側 ケ ー ス の 上 側 壁 の 一 部 を 外 側 ケ ー ス と 入 力 軸 と の 間 に 介 装 さ れ た 軸 受 、
シ ー ル 部 材 よ り 上 方 に 位 置 さ せ る こ と に よ り 、 前 記 潤 滑 油 の 油 面 を 外 側 ケ ー ス と 入 力 軸 と
の 間 に 介 装 さ れ た 軸 受 、 シ ー ル 部 材 よ り 上 方 に 位 置 さ せ る よ う に し た 請 求 項 １ 記 載 の 偏 心
揺 動 型 減 速 機 。
【 請 求 項 ４ 】
　 　 前 記 潤 滑 油 の 油 面 と 外 側 ケ ー ス の 上 側 壁 と の 間 に 、 潤 滑 油 が 膨 張 し た と き 、 こ の 膨 張
を 吸 収 す る エ ア 溜 ま り を 設 け た 請 求 項 ３ 記 載 の 偏 心 揺 動 型 減 速 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 　 こ の 発 明 は 、 ピ ニ オ ン を 偏 心 回 転 さ せ て 減 速 を 行 う 偏 心 揺 動 型 減 速 機 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 　 本 出 願 人 は 、 ２ ０ ０ ０ － ２ ０ ２ ０ ３ ０ に お い て 、 複 数 の ピ ニ オ ン を 同 一 形 状 の ピ ニ オ
ン で 構 成 す る こ と に よ り 、 製 作 費 を 安 価 に 、 か つ 、 組 立 作 業 も 簡 単 と す る こ と が で き る 偏
心 揺 動 型 減 速 機 を 提 案 し た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の も の は 、 内 周 に 内 歯 が 形 成 さ れ た 外 側 ケ ー ス と 、 外 側 ケ ー ス 内 に 収 納 さ れ 、 外 周 に
前 記 内 歯 に 噛 み 合 い 歯 数 が 該 内 歯 よ り 若 干 少 な い 外 歯 を 有 す る と と も に 、 軸 方 向 に 並 列 配
置 さ れ た 複 数 の ピ ニ オ ン と 、 周 方 向 に 等 角 度 離 れ て 配 置 さ れ る と と も に 、 中 央 部 が ピ ニ オ
ン に 挿 入 さ れ 、 回 転 す る こ と で ピ ニ オ ン を 偏 心 回 転 さ せ る ４ 以 上 の 偶 数 本 の ク ラ ン ク 軸 と
、 前 記 外 側 ケ ー ス に 挿 入 さ れ 、 前 記 ク ラ ン ク 軸 の 両 端 部 を 回 転 可 能 に 支 持 す る キ ャ リ ア と
、 外 側 ケ ー ス に 回 転 可 能 に 支 持 さ れ 、 前 記 内 歯 と 同 軸 の 駆 動 外 歯 車 を 有 す る 入 力 軸 と 、 各
ク ラ ン ク 軸 に 取 付 け ら れ 、 前 記 駆 動 外 歯 車 を 周 囲 か ら 囲 み な が ら 該 駆 動 外 歯 車 に 噛 み 合 う
従 動 外 歯 車 と を 備 え た も の で あ る 。
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 　 し か し な が ら 、 こ の よ う に ク ラ ン ク 軸 の 本 数 を ４ 本 以 上 の 偶 数 本 と す る と 、 駆 動 外 歯
車 を 小 径 化 す る 一 方 で 、 従 動 外 歯 車 を 大 径 化 す る こ と に よ り 、 偏 心 揺 動 型 減 速 機 の 減 速 比
を 大 き く し よ う と し た と き 、 従 動 外 歯 車 が あ ま り 大 径 と な ら な い 時 点 で 隣 接 す る 従 動 外 歯
車 同 士 が 互 い に 干 渉 す る よ う に な り 、 こ の 結 果 、 こ れ ら 駆 動 、 従 動 外 歯 車 に よ る 減 速 比 を
あ ま り 大 き く す る こ と が で き な い と い う 問 題 点 が あ っ た 。 例 え ば 、 ク ラ ン ク 軸 が ４ 本 の 場
合 に は 、 駆 動 、 従 動 外 歯 車 に よ る 減 速 比 は 最 大 で  2.1で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 発 明 は 、 駆 動 、 従 動 外 歯 車 に よ る 減 速 比 を 大 き く す る こ と で 最 終 減 速 比 、 最 終 出 力
ト ル ク を 大 幅 に 大 き く す る こ と が で き る 偏 心 揺 動 型 減 速 機 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 　 こ の よ う な 目 的 は 、 内 周 に 内 歯 が 形 成 さ れ た 外 側 ケ ー ス と 、 外 側 ケ ー ス 内 に 収 納 さ れ
、 外 周 に 前 記 内 歯 に 噛 み 合 い 歯 数 が 該 内 歯 よ り 若 干 少 な い 外 歯 を 有 す る と と も に 、 軸 方 向
に 並 列 配 置 さ れ た 複 数 の ピ ニ オ ン と 、 周 方 向 に 等 角 度 離 れ て 配 置 さ れ る と と も に 、 中 央 部
が ピ ニ オ ン に 挿 入 さ れ 、 回 転 す る こ と で ピ ニ オ ン を 偏 心 回 転 さ せ る ４ 以 上 の 偶 数 本 の ク ラ
ン ク 軸 と 、 前 記 外 側 ケ ー ス に 挿 入 さ れ 、 前 記 ク ラ ン ク 軸 の 両 端 部 を 回 転 可 能 に 支 持 す る キ
ャ リ ア と 、 外 側 ケ ー ス に 回 転 可 能 に 支 持 さ れ 、 前 記 内 歯 と 同 軸 の 駆 動 外 歯 車 を 有 す る 入 力
軸 と 、 各 ク ラ ン ク 軸 に 取 付 け ら れ 、 前 記 駆 動 外 歯 車 を 周 囲 か ら 囲 み な が ら 該 駆 動 外 歯 車 に
噛 み 合 う 従 動 外 歯 車 と を 備 え た 偏 心 揺 動 型 減 速 機 に お い て 、
　 前 記 従 動 外 歯 車 を 周 方 向 に  180度 離 れ た ２ 個 の 従 動 外 歯 車 か ら な る 複 数 の 対 歯 車 群 に 区
分 し 、 か つ 、 各 対 歯 車 群 を 構 成 す る ２ 個 の 従 動 外 歯 車 の 入 力 軸 に 対 す る 軸 方 向 位 置 を 同 一
と す る と と も に 、 異 な る 対 歯 車 群 を 入 力 軸 の 軸 方 向 に ず ら し て 配 置 す る こ と に よ り 達 成 す
る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 発 明 に お い て は 、 前 述 の よ う に 従 動 外 歯 車 を 周 方 向 に  180度 離 れ た ２ 個 の 従 動 外 歯
車 か ら な る 複 数 の 対 歯 車 群 に 区 分 し 、 か つ 、 各 対 歯 車 群 を 構 成 す る ２ 個 の 従 動 外 歯 車 の 入
力 軸 に 対 す る 軸 方 向 位 置 を 同 一 と す る と と も に 、 異 な る 対 歯 車 群 を 入 力 軸 の 軸 方 向 に ず ら
し て 配 置 し た の で 、 入 力 軸 の 同 一 軸 方 向 位 置 に お い て は 、 対 歯 車 群 を 構 成 す る ２ 個 の 従 動
外 歯 車 し か 存 在 せ ず 、 こ の 結 果 、 こ れ ら 従 動 外 歯 車 を 限 界 一 杯 ま で 大 径 化 し て も 、 こ れ ら
従 動 外 歯 車 同 士 が 干 渉 す る こ と は な い 。 こ の た め 、 駆 動 、 従 動 外 歯 車 に よ る 減 速 比 を 容 易
に 大 き く す る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 偏 心 揺 動 型 減 速 機 に お け る 最 終 出 力 ト ル ク を 低 減
さ せ る こ と な く 、 最 終 減 速 比 を 大 幅 に 大 き く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 の よ う に 構 成 す れ ば 、 下 穴 の 底 面 と ボ ル ト の 先 端 と の 間 に 形 成 さ
れ る 空 間 が 柱 部 内 で は な く 基 台 部 内 に 位 置 す る こ と に な る た め 、 柱 部 全 体 が 中 実 構 造 と な
っ て 強 度 が 高 く な り 、 高 ト ル ク 出 力 が 可 能 と な る 。
　 さ ら に 、 請 求 項 ３ に 記 載 の よ う に 構 成 す れ ば 、 外 側 ケ ー ス と 入 力 軸 と の 間 に 介 装 さ れ た
軸 受 、 シ ー ル 部 材 を 密 閉 空 間 に 充 填 さ れ た 潤 滑 油 に よ っ て 潤 滑 す る こ と が で き 、 こ れ に よ
り 、 該 軸 受 、 シ ー ル 部 材 を 潤 滑 す る た め の 潤 滑 装 置 あ る い は 潤 滑 油 の 補 給 作 業 が 不 要 と な
る 。
　 ま た 、 請 求 項 ４ に 記 載 の よ う に 構 成 す れ ば 、 減 速 機 温 度 の 上 昇 に よ っ て 密 閉 空 間 内 の 潤
滑 油 が 膨 張 し て も 、 こ の 膨 張 は エ ア 溜 ま り に お け る エ ア の 圧 縮 に よ っ て 吸 収 さ れ る た め 、
潤 滑 油 の 漏 洩 が 防 止 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 　 以 下 、 こ の 発 明 の 一 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
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　 　 図 １ 、 ２ に お い て 、 11は 中 心 軸 が 垂 直 方 向 （ 上 下 方 向 ） に 延 び る 略 円 筒 状 の 円 筒 体 で
あ り 、 こ の 円 筒 体 11は 図 示 し て い な い 風 力 発 電 設 備 の 固 定 フ レ ー ム に 取 付 け ら れ て い る 。
12は 円 筒 体 11の 中 央 部 内 周 に 設 け ら れ た 内 歯 と し て の 複 数 の 内 歯 ピ ン 13で あ り 、 こ れ ら の
内 歯 ピ ン 13は 軸 方 向 に 延 び る と と も に 、 周 方 向 に 等 角 度 離 れ て 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 円 筒 体 11の 上 端 に は 該 円 筒 体 11の 上 端 開 口 を 閉 止 す る 段 付 き 有 底 円 筒 状 の 上 カ バ ー
14が 固 定 さ れ 、 こ の 上 カ バ ー 14の 上 面 に は 後 述 す る 駆 動 モ ー タ を 支 持 す る 略 円 筒 状 の 延 長
部 14ａ が 形 成 さ れ て い る 。 前 述 し た 円 筒 体 11、 上 カ バ ー 14は 全 体 と し て 、 内 周 に 内 歯 （ 内
歯 ピ ン 13） が 形 成 さ れ る と と も に 、 下 端 が 開 放 し た 外 側 ケ ー ス 15を 構 成 し 、 前 記 上 カ バ ー
14は 該 外 側 ケ ー ス 15の 上 側 壁 と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 17、 18は 前 記 外 側 ケ ー ス 15内 に 収 納 さ れ た 複 数 、 こ こ で は ２ 個 の ピ ニ オ ン で あ り 、 こ れ
ら ピ ニ オ ン 17、 18は 軸 方 向 （ 上 下 方 向 ） に 離 れ て 並 列 配 置 さ れ て い る 。 こ れ ら ピ ニ オ ン 17
、 18は 外 周 に 内 歯 ピ ン 13の 歯 数 よ り 若 干 、 こ こ で は １ 枚 だ け 歯 数 の 少 な い 外 歯 17ａ 、 18ａ
を そ れ ぞ れ 有 し て い る 。 そ し て 、 こ れ ら 隣 接 す る ピ ニ オ ン 17、 18は 相 互 に  180度 だ け 位 相
が ず れ た 状 態 で 円 筒 体 11の 内 歯 ピ ン 13に 噛 み 合 っ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 20は 上 端 部 、 中 央 部 が 前 記 外 側 ケ ー ス 15内 に 挿 入 さ れ 、 下 端 部 が 外 側 ケ ー ス 15か ら 下 方
に 突 出 し た キ ャ リ ア で あ り 、 こ の キ ャ リ ア 20は 上 下 方 向 （ 軸 方 向 ） に 離 れ た 一 対 の 軸 受 21
を 介 し て 前 記 外 側 ケ ー ス 15に 回 転 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。 前 記 キ ャ リ ア 20は ピ ニ オ ン 17、
18よ り 下 側 （ 一 側 ） に 位 置 す る 基 台 部 22と 、 ピ ニ オ ン 17、 18よ り 上 側 （ 他 側 ） に 位 置 す る
円 板 状 の 端 板 部 23と を 有 す る 。 ま た 、 前 記 キ ャ リ ア 20は 基 台 部 22に 一 体 形 成 さ れ る と と も
に 、 そ の 上 面 （ 他 側 面 ） か ら 端 板 部 23に 向 か っ て 軸 方 向 に 延 び る 断 面 略 三 角 形 状 の 柱 部 24
を 有 し 、 こ れ ら の 柱 部 24は ４ 本 以 上 の 偶 数 本 、 こ こ で は ４ 本 設 け ら れ る と と も に 、 周 方 向
に 等 角 度 離 れ て 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ に お い て 、 25は 各 柱 部 24の 上 面 （ 他 側 面 ） か ら 下 方 に 向 か っ て 延 び る
下 穴 で あ り 、 こ れ ら の 下 穴 25は キ ャ リ ア 20の 柱 部 24を 貫 通 し 、 そ の 底 面 （ 下 端 ） が 基 台 部
22内 に 位 置 し て い る 。 こ の よ う に 柱 部 24、 基 台 部 22に 形 成 さ れ た 下 穴 25に は 、 端 板 部 23に
挿 入 さ れ た 複 数 本 の ボ ル ト 26が そ れ ぞ れ ね じ 込 ま れ 、 こ れ に よ り 、 端 板 部 23と 柱 部 24と が
ボ ル ト 26に よ り 共 締 め さ れ て 、 端 板 部 23が 柱 部 24に 締 結 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 そ し て 、 こ れ ら の ボ ル ト 26の 先 端 （ 下 端 ） も 下 穴 25と 同 様 に 柱 部 24の 基 端 （ 下 端 ） よ り
基 台 部 22側 に 位 置 し て お り 、 こ の 結 果 、 下 穴 25の 底 面 と ボ ル ト 26の 先 端 と の 間 に 形 成 さ れ
る 空 間 28は 基 台 部 22内 に 位 置 す る こ と に な る 。 な お 、 27は 端 板 部 23と 柱 部 24の 双 方 に 挿 入
さ れ た 位 置 決 め ピ ン で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の よ う に 下 穴 25の 底 面 と ボ ル ト 26の 先 端 と の 間 に 形 成 さ れ る 空 間 28を 柱 部 24内 で は な
く 基 台 部 22内 に 位 置 さ せ る よ う に す れ ば 、 柱 部 24全 体 が 中 実 構 造 と な っ て 強 度 が 高 く な り
、 高 ト ル ク 出 力 が 可 能 と な る 。 こ こ で 、 前 記 ピ ニ オ ン 17、 18に は 断 面 略 三 角 形 状 で 前 記 柱
部 24と 同 数 （ ４ 個 ） の 遊 嵌 孔 30、 31が そ れ ぞ れ 周 方 向 に 等 角 度 離 れ て 形 成 さ れ 、 こ れ ら の
ピ ニ オ ン 17、 18の 遊 嵌 孔 30、 31に は 前 記 キ ャ リ ア 20の 柱 部 24が そ れ ぞ れ 遊 嵌 状 態 で 軸 方 向
に 貫 通 し て い る 。 そ し て 、 前 述 し た 基 台 部 22、 端 板 部 23、 柱 部 24、 ボ ル ト 26は 全 体 と し て
、 前 記 キ ャ リ ア 20を 構 成 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 再 び 、 図 １ 、 ２ に お い て 、 前 記 ピ ニ オ ン 17、 18に は 周 方 向 に 等 角 度 離 れ た 貫 通 孔 34、 35
が そ れ ぞ れ 形 成 さ れ 、 こ れ ら の 貫 通 孔 34、 35は 柱 部 24と 同 数 個 、 こ こ で は ４ 個 だ け 形 成 さ
れ て い る 。 そ し て 、 こ れ ら 貫 通 孔 34、 35は 隣 接 す る ２ つ の 遊 嵌 孔 30、 31の 周 方 向 中 間 点 上
に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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　 37は ４ 以 上 の 偶 数 本 、 こ こ で は 、 前 記 貫 通 孔 34、 35と 同 数 本 （ ４ 本 ） の ク ラ ン ク 軸 で あ
り 、 こ れ ら の ク ラ ン ク 軸 37は 周 方 向 に 等 角 度 離 れ て 配 置 さ れ る と と も に 、 そ の 下 端 部 （ 一
端 部 ） が キ ャ リ ア 20の 基 台 部 22に 、 ま た 、 そ の 上 端 部 （ 他 端 部 ） が キ ャ リ ア 20の 端 板 部 23
に 軸 受 38、 39を 介 し て そ れ ぞ れ 回 転 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。 各 ク ラ ン ク 軸 37は そ の 軸 方 向
中 央 部 に ク ラ ン ク 軸 37の 中 心 軸 か ら 等 距 離 だ け 偏 心 し た ２ 個 の 偏 心 部 40、 41を 有 し 、 こ れ
ら 偏 心 部 40、 41は 周 方 向 に  180度 だ け 位 相 が ず れ て い る 。 ま た 、 こ れ ら 偏 心 部 40、 41は ピ
ニ オ ン 17、 18の 貫 通 孔 34、 35内 に こ ろ 軸 受 42を そ れ ぞ れ 介 装 し た 状 態 で 挿 入 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ し て 、 こ れ ら ク ラ ン ク 軸 37が 中 心 軸 回 り に 回 転 す る と 、 偏 心 部 40、 41は 貫 通 孔 34、 35
内 に お い て 偏 心 回 転 し 、 ピ ニ オ ン 17、 18を  180度 だ け 位 相 を ず ら し た 状 態 で 偏 心 回 転 （ 公
転 ） さ せ る 。 こ の と き 、 内 歯 ピ ン 13の 数 と 外 歯 17ａ 、 18ａ の 数 と が 若 干 異 な っ て い る （ こ
こ で は 外 歯 17ａ 、 18ａ の 数 が 内 歯 ピ ン 13の 数 よ り １ 枚 だ け 少 な い ） の で 、 キ ャ リ ア 20は ピ
ニ オ ン 17、 18の 偏 心 回 転 に よ り 低 速 で 回 転 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ 、 ５ に お い て 、 45は 外 側 ケ ー ス 15の 延 長 部 14ａ の 上 端 に 固 定 さ れ た 駆 動 モ ー タ で あ
り 、 こ の 駆 動 モ ー タ 45の 垂 直 に 延 び る 出 力 軸 46の 下 端 に は 前 記 上 カ バ ー 14の 中 央 を 貫 通 す
る 中 間 軸 47が 連 結 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の 中 間 軸 47と 前 記 上 カ バ ー 14と の 間 に は 軸 受 48
が 介 装 さ れ 、 こ れ に よ り 、 前 記 中 間 軸 47は 外 側 ケ ー ス 15に 回 転 可 能 に 支 持 さ れ る 。 そ し て
、 こ の 中 間 軸 47の 下 端 部 に は 外 歯 か ら な る 太 陽 歯 車 49が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 前 記 中 間
軸 47と 外 側 ケ ー ス 15（ 上 カ バ ー 14） と の 間 お よ び 外 側 ケ ー ス 15（ 円 筒 体 11） の 下 端 と キ ャ
リ ア 20の 基 台 部 22と の 間 に は そ れ ぞ れ シ ー ル 部 材 と し て の オ イ ル シ ー ル 50、 51が 介 装 さ れ
、 こ の 結 果 、 外 側 ケ ー ス 15内 に は 密 閉 空 間 52が 形 成 さ れ る が 、 こ の 密 閉 空 間 52に は 潤 滑 油
53が 充 填 さ れ て い る 。 な お 、 15ａ は 外 側 ケ ー ス 15に 形 成 さ れ た 潤 滑 油 53の 注 入 口 で あ り 、
こ の 注 入 口 15ａ は 着 脱 可 能 な キ ャ ッ プ 54に よ り 閉 止 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 55は 中 間 軸 47の 直 下 に 該 中 間 軸 47と 同 軸 関 係 を 保 っ て 配 置 さ れ た 回 転 軸 で あ り 、 こ の 回
転 軸 55の 下 端 部 は 前 記 キ ャ リ ア 20の 端 板 部 23に 軸 受 56を 介 し て 回 転 可 能 に 支 持 さ れ て い る
。 57は 回 転 軸 55の 上 端 部 に 取 付 け ら れ た 円 板 状 の 連 結 体 で あ り 、 こ の 連 結 体 57に は 周 方 向
に 離 れ た 複 数 の ピ ン 58が 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 59は 前 記 太 陽 歯 車 49に 対 向 す る 上 カ バ ー 14の 内 周 に 固 定 さ れ た 内 歯 車 で あ り 、 こ の 内 歯
車 59と 前 記 太 陽 歯 車 49と に は ピ ン 58に 回 転 可 能 に 支 持 さ れ た 複 数 の 遊 星 歯 車 60が 噛 み 合 っ
て い る 。 こ の 結 果 、 出 力 軸 46の 回 転 は 、 太 陽 歯 車 49を 有 す る 中 間 軸 47、 連 結 体 57、 ピ ン 58
、 内 歯 車 59、 遊 星 歯 車 60か ら な る 遊 星 減 速 機 構 61に よ り 減 速 さ れ た 後 、 回 転 軸 55に 伝 達 さ
れ る 。 前 述 し た 中 間 軸 47、 回 転 軸 55は 全 体 と し て 入 力 軸 62を 構 成 し 、 こ の 入 力 軸 62の 途 中
に は 前 段 減 速 機 と し て の 前 記 遊 星 減 速 機 構 61が 介 装 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ 、 ２ 、 ６ に お い て 、 前 記 入 力 軸 62、 詳 し く は 回 転 軸 55は そ の 下 端 部 に 駆 動 外 歯 車 65
を 有 し 、 こ の 駆 動 外 歯 車 65の 周 囲 に は 該 駆 動 外 歯 車 65を 周 囲 か ら 囲 み な が ら 駆 動 外 歯 車 65
に 噛 み 合 う 複 数 （ ４ 個 ） の 従 動 外 歯 車 66が 配 置 さ れ て い る 。 こ こ で 、 こ れ ら 従 動 外 歯 車 66
は 各 ク ラ ン ク 軸 37の 上 端 部 に 取 付 け ら れ て お り 、 こ の 結 果 、 こ れ ら 従 動 外 歯 車 66は 周 方 向
に 等 角 度 、 こ こ で は 90度 ず つ 離 れ て 配 置 さ れ て い る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 前 記 従 動 外 歯 車 66は 複 数 （ ２ 対 ） の 対 歯 車 群 67に 区 分 さ れ 、 各 対 歯 車 群 67は 周 方 向 に  1
80度 離 れ た ２ 個 の 従 動 外 歯 車 66か ら 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 各 対 歯 車 群 67を 構 成 す る ２
個 の 従 動 外 歯 車 66の 入 力 軸 62に 対 す る 軸 方 向 位 置 は 同 一 で あ る 、 即 ち 、 駆 動 外 歯 車 65に 対
し て 同 一 軸 方 向 位 置 で 噛 み 合 っ て い る が 、 異 な る 対 歯 車 群 67は 入 力 軸 62の 軸 方 向 に ず ら し
て 配 置 さ れ て い る （ 異 な る 対 歯 車 群 67に 属 す る 従 動 外 歯 車 66は 駆 動 外 歯 車 65に 対 し 軸 方 向
に 離 れ た 位 置 で 噛 み 合 っ て い る ） 。 そ し て 、 こ れ ら ２ 対 の 対 歯 車 群 67は 周 方 向 に 90度 だ け
離 れ て い る 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
　 前 述 し た 外 側 ケ ー ス 15、 ピ ニ オ ン 17、 18、 キ ャ リ ア 20、 ク ラ ン ク 軸 37、 入 力 軸 62、 駆 動
外 歯 車 65、 従 動 外 歯 車 66は 全 体 と し て 偏 心 揺 動 型 減 速 機 69を 構 成 し 、 こ の 偏 心 揺 動 型 減 速
機 69は 入 力 軸 62が 上 側 と な る よ う 垂 直 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ し て 、 前 記 偏 心 揺 動 型 減 速 機 69の 内 部 、 例 え ば ピ ニ オ ン 17、 18、 軸 受 21、 ク ラ ン ク 軸
37等 は 前 述 し た 潤 滑 油 53に よ り 潤 滑 さ れ て い る が 、 こ の 実 施 形 態 で は 、 以 下 に 説 明 す る よ
う に 、 こ の 潤 滑 油 53に よ り 前 記 軸 受 48、 オ イ ル シ ー ル 50も 潤 滑 し 、 こ れ に よ り 、 該 軸 受 48
、 オ イ ル シ ー ル 50を 潤 滑 す る た め の 潤 滑 装 置 あ る い は 潤 滑 油 の 補 給 作 業 を 不 要 と し て い る
。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 即 ち 、 前 記 入 力 軸 62が 貫 通 し て い る 外 側 ケ ー ス 15の 上 側 壁 （ 上 カ バ ー 14） の 一 部 を 上 方
に 膨 出 さ せ る こ と に よ り 、 該 膨 出 部 71（ 密 閉 空 間 52の 上 端 部 ） を 入 力 軸 62と 上 カ バ ー 14と
の 間 の 軸 受 48、 オ イ ル シ ー ル 50よ り 上 方 に 位 置 さ せ る と と も に 、 密 閉 空 間 52に 充 填 さ れ て
い る 潤 滑 油 53の 油 面 53ａ を 該 膨 出 部 71ま で 上 昇 さ せ 、 即 ち 、 前 記 軸 受 48、 オ イ ル シ ー ル 50
よ り 上 方 に 位 置 さ せ 、 こ れ に よ っ て 軸 受 48、 オ イ ル シ ー ル 50を 潤 滑 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 こ の 実 施 形 態 で は 、 前 記 潤 滑 油 53の 油 面 53ａ と 外 側 ケ ー ス 15の 上 側 壁 （ 膨 出 部 71
） と の 間 に エ ア を 注 入 し て エ ア 溜 ま り 72を 形 成 し て い る 。 こ の 結 果 、 偏 心 揺 動 型 減 速 機 69
が 長 時 間 連 続 運 転 し て 該 偏 心 揺 動 型 減 速 機 69の 温 度 が 上 昇 し 、 密 閉 空 間 52内 の 潤 滑 油 53が
膨 張 し て も 、 こ の 膨 張 は エ ア 溜 ま り 72に お け る エ ア の 圧 縮 に よ っ て 吸 収 さ れ 、 こ れ に よ り
、 偏 心 揺 動 型 減 速 機 69か ら の 潤 滑 油 53の 漏 洩 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 75は キ ャ リ ア 20、 詳 し く は 外 側 ケ ー ス 15の 下 端 か ら 下 方 に 突 出 し た 基 台 部 22に 固 定 さ れ
た 伝 達 歯 車 で あ り 、 こ の 伝 達 歯 車 75は 風 力 発 電 設 備 の 旋 回 軸 に 固 定 さ れ た 外 歯 車 に 噛 み 合
っ て い る 。 そ し て 、 前 記 遊 星 減 速 機 構 61、 偏 心 揺 動 型 減 速 機 69に よ り 減 速 さ れ た 駆 動 モ ー
タ 45の 回 転 は 前 記 旋 回 軸 に 伝 達 さ れ 、 旋 回 軸 と 共 に 羽 根 を 有 す る 発 電 機 を 風 向 き に 応 じ て
水 平 面 内 で 旋 回 さ せ て 発 電 効 率 を 向 上 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 　 次 に 、 こ の 発 明 の 一 実 施 形 態 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
　 　 今 、 風 向 き が 変 化 し て 風 向 計 が 回 転 し 、 こ の 回 転 に 応 じ た 制 御 信 号 が 制 御 手 段 か ら 駆
動 モ ー タ 45に 出 力 さ れ た と す る 。 こ の と き 、 制 御 信 号 に 応 じ た 量 だ け 駆 動 モ ー タ 45の 出 力
軸 46が 回 転 す る が 、 こ の 出 力 軸 46の 回 転 は 遊 星 減 速 機 構 61に よ り 減 速 さ れ た 後 、 回 転 軸 55
に 伝 達 さ れ 、 該 回 転 軸 55を 回 転 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 、 こ の 回 転 軸 55の 回 転 は 、 駆 動 外 歯 車 65、 従 動 外 歯 車 66に よ り 減 速 さ れ た 後 、 ク ラ
ン ク 軸 37に 伝 達 さ れ る が 、 こ れ ら の ク ラ ン ク 軸 37に 伝 達 さ れ た 回 転 駆 動 力 は 前 述 の よ う に
ピ ニ オ ン 17、 18を 外 側 ケ ー ス 15内 に お い て 偏 心 公 転 運 動 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 入 力 軸 62の
回 転 は 大 幅 に 減 速 さ れ て 伝 達 歯 車 75か ら 風 力 発 電 設 備 の 旋 回 軸 に 伝 達 さ れ 、 発 電 機 を 発 電
効 率 が 最 大 と な る よ う 水 平 面 内 で 旋 回 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ こ で 、 前 述 の よ う に 従 動 外 歯 車 66を 周 方 向 に  180度 離 れ た ２ 個 の 従 動 外 歯 車 66か ら な
る 複 数 の 対 歯 車 群 67に 区 分 し 、 か つ 、 各 対 歯 車 群 67を 構 成 す る ２ 個 の 従 動 外 歯 車 66の 入 力
軸 62に 対 す る 軸 方 向 位 置 を 同 一 と す る と と も に 、 異 な る 対 歯 車 群 67を 入 力 軸 62の 軸 方 向 に
ず ら し て 配 置 し た の で 、 入 力 軸 62の 同 一 軸 方 向 位 置 に お い て は 、 各 対 歯 車 群 67を 構 成 す る
２ 個 の 従 動 外 歯 車 66し か 存 在 せ ず 、 こ の 結 果 、 こ れ ら 従 動 外 歯 車 66を 限 界 一 杯 ま で 大 径 化
し て も 、 こ れ ら 従 動 外 歯 車 66同 士 が 干 渉 す る こ と は な い 。 こ の た め 、 駆 動 外 歯 車 65、 従 動
外 歯 車 66に よ る 減 速 比 を 容 易 に 大 き く す る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 偏 心 揺 動 型 減 速 機 69
に お け る 最 終 出 力 ト ル ク を 低 減 さ せ る こ と な く 、 最 終 減 速 比 を 大 幅 に 大 き く す る こ と が で
き る 。 例 え ば 、 こ の 実 施 形 態 の よ う に ク ラ ン ク 軸 37が ４ 本 の 場 合 に は 、 駆 動 、 従 動 外 歯 車
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65、 66に よ る 減 速 比 を  5.3ま で 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 　 な お 、 前 述 の 実 施 形 態 に お い て は 、 ２ 対 の 対 歯 車 群 67か ら な る 合 計 ４ 個 の 従 動 外 歯 車
66を 設 け る よ う に し た が 、 こ の 発 明 に お い て は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 ３ 対 の 対 歯 車 群 67か
ら な る 合 計 ６ 個 の 従 動 外 歯 車 66を 設 け る よ う に し て も よ い 。 こ の 場 合 に は 、 対 歯 車 群 67は
入 力 軸 62の 軸 方 向 に ３ 段 に ず ら さ れ な が ら 、 周 方 向 に 60度 ず つ 離 れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 前 述 の 実 施 形 態 に お い て は 、 外 側 ケ ー ス 15を 固 定 側 と す る と と も に キ ャ リ ア 20を
回 転 側 と し 、 こ の 回 転 側 で あ る キ ャ リ ア 20か ら 低 速 回 転 を 出 力 す る よ う に し た が 、 こ の 発
明 に お い て は 、 キ ャ リ ア を 固 定 側 と す る と と も に 外 側 ケ ー ス を 回 転 側 と し 、 こ の 回 転 側 で
あ る 外 側 ケ ー ス か ら 低 速 回 転 を 出 力 す る よ う に し て も よ い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の 発 明 は 、 ピ ニ オ ン を 偏 心 回 転 さ せ て 減 速 を 行 う 偏 心 揺 動 型 減 速 機 の 産 業 分 野 に 適 用
で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 一 実 施 形 態 を 示 す 正 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ａ － Ａ 矢 視 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 キ ャ リ ア の 柱 部 近 傍 の 正 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の Ｂ － Ｂ 矢 視 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ の Ｃ － Ｃ 矢 視 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 １ の Ｄ － Ｄ 矢 視 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 こ の 発 明 の 他 の 実 施 形 態 を 示 す 図 ６ と 同 様 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 　 13… 内 歯 　 　 　 　 　 　 　 　 　  15… 外 側 ケ ー ス
　 　 17、 18… ピ ニ オ ン 　 　 　 　 　  17ａ 、 18ａ … 外 歯
　 　 20… キ ャ リ ア 　 　 　 　 　 　 　  21… 軸 受
　 　 22… 基 台 部 　 　 　 　 　 　 　 　  23… 端 板 部
　 　 24… 柱 部 　 　 　 　 　 　 　 　 　  25… 下 穴
　 　 26… ボ ル ト 　 　 　 　 　 　 　 　  28… 空 間
　 　 37… ク ラ ン ク 軸 　 　 　 　 　 　  48… 軸 受
　 　 50… オ イ ル シ ー ル 　 　 　 　 　  51… オ イ ル シ ー ル
　 　 52… 密 閉 空 間 　 　 　 　 　 　 　  53… 潤 滑 油
　 　 53ａ … 油 面 　 　 　 　 　 　 　 　  62… 入 力 軸
　 　 65… 駆 動 外 歯 車 　 　 　 　 　 　  66… 従 動 外 歯 車
　 　 67… 対 歯 車 群 　 　 　 　 　 　 　  72… エ ア 溜 ま り
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